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スズメバチネジレバネの生態

スズメバチやミツパテなど社会性-チ類の大

きな巣では,たくさんのワーカーが常に外敵の

侵入に目を光らせており,あたかも外敵にとっ

て難攻不落の要塞のような趣さえある.しかし

実際には,その警戒を巧妙にかいくぐって侵入

し,中の住人に寄生 したり捕食したりする天敵

は決して少なくない.

スズメバチネジレバネXenosmoutoniもス

ズメバチ類の天敵の一つとして,そうした侵入

に長けた寄生性天敵の一つである.しかしネジ

レバネに寄生されたスズメバチを野外で見かけ

る機会は非常に少なく,また-チを一見しただ

けでは寄生を見逃しやすいため,あまりなじみ

のある昆虫とは言い難い.スズメバチの巣を採

集するとしばしば被寄生個体が見られるが,い

ずれにしろ普通はそれほどお目にかかれる生き

物ではない.にもかかわらず,この事生者はス

ズメバチの巣の運命に大きな影響を与える場合

がある.

本稿では従来の知見をもとに,筆者が新たに

得た多少の知見も交えて,このまことに奇妙

な,しかし興味深い寄生昆虫を紹介したいと思

う.

スズメバチネジレバネ

スズメ/ヾチネジレバネはネジレバネ目ハチネ

ジレバネ科に属する寄生性昆虫で,中風 台湾,

ベ トナム,日本 に分布 し,スズ メバ チ属

(Vespa)の種を寄主とする (木船,1992).日

本産スズメバチ属7種のうち,南西諸島にのみ

生息するツマグロスズメバチ Vespaajfinisを

除 く6種か ら寄生が知 られている (松浦,

1995).

牧野 俊一

ネジレバネ目はかつては鞘廼目と近縁と考え

られたこともあるが,最近ではDNA解析など

から双廼目との近縁性も提唱されており,決着

はまだ着いていない (前田,1998).ネジレバ

ネ目に属する種はすべて他の昆虫 (主要な寄主

は半廼目,直視目および膜廼目)の内部寄生者

である.

寄生バェや寄生パテなど,一般に ｢寄生性｣

昆虫と称されるものは正確には捕食者 (捕食寄

生者)であり,寄主を最終的に食い殺してしま

うのを原則とする.しかしネジレバネの場合,

寄主から栄養を奪って成長するがそれを殺すこ

とは基本的になく,本来の意味の寄生者であ

る.むしろメスが寄生すると寄主を延命させる

ことさえある.しかしスズメバチネジレバネに

寄生された-チは働かなくなったり,繁殖能力

や営巣能力を失ったりするので,巣にとってみ

れば,労働個体や繁殖個体を失うという点では

殺されるのと同じことと言えよう.

ネジレバネ類の成虫は雌雄で形態が全く異な

り,別個の生物のようですらある.スズメバチ

ネジレバネもオス成虫は有超で,-工か,ある

種の甲虫のような形をしており,羽化後は自由

生活するが (ただし成虫寿命はごく短い),メス

成虫にいたっては無題無脚の,体先端の頑胸部

だけがキチン化したウジ状で,とても昆虫の成

虫とは思えない (図 1).メスは羽化後も頭胸部

のみ外部に出した状態で終生寄主の体内にとど

まる.オスが羽化 した後には,囲桶殻が残るの

でそれと分かる (図 2).

それにしてもこの寄生者はどのように寄主で

ある-チに到達し,その体内に潜り込むのだろ

うか.



寄生経路

クヌギやコナラ,ヤナギなどの樹木は幹にで

きた傷口からたくさんの樹液を出す.樹液が微

生物の働きで発酵すると,そのにおいに引かれ

たさまざまな昆虫が集まってくる.俗に ｢昆虫

酒場｣などと呼ばれ,よく知られた現象だが,

スズメバチ類もその常連である.実はここに集

まるハチに,ネジレバネに寄生された個体が混

じっていることがある (Matsuura,1969).

こうした観察例や他種での報告などから,ス

ズメバチネジレバネの寄生経路はどうやら次の

ようなものらしい.メスのネジレバネに寄生さ

れたスズメバチが樹液の浸出部にやってくる.

母親の体内で卵字化 した体長 0.2mmほどのネジ

レバネ1齢幼虫 (図 1)はこのとき,母親の頭

胸部にある細い隙間から這い出して樹幹に移

り,別のスズメバチが樹液を吸いに来たときそ

の体表にしがみつく.ネジレバネの 1齢幼虫は

シミのような形をしているが,尾端には長い剛

毛を備え,これが跳躍による移動に役立っと考

えられている. 1齢幼虫にとりつかれた-チが

自分の巣に戻ると,この 1齢幼虫は-チの体義

を離れ,巣内にいるスズメバチ幼虫の体に侵入

するわけである.このようにスズメバチネジレ

バネの場合,樹液の浸出部がその伝染に重要な

意味を持っていると考えられる.事実,こうし

た場所で樹液を吸っている-チの体表にたくさ

んの 1齢幼虫が付着 しているのが観察されて

いる (松浦 ･山根,1984).

図 1 コガタスズメバチ越冬明け女王に寄生したス

ズメバチネジレバネのメス成虫.-チの背板は取り

外してある.挿入写真は,メスの頭胸部の罪責微鏡写

真.内部の米粒状のものが1齢幼虫.
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こうした迂遠な寄生経路から考えると,母親

の体内から出た 1齢幼虫が,運良くハチ巣内の

寄主幼虫に侵入できるチャンスはとてつもなく

小さいはずである.逆に言えば,母親はよほど

たくさんの幼虫を産出しない限り,自分の遺伝

子を残せない.スズメバチネジレバネの1頭の

メスからは2-3万頭の 1歯令幼虫が放出される

(松浦 ･山根,1984)が,こうした多産ぶりも

そのためと考えられる.

成長と交尾

首尾良くスズメバチの巣にたどり着いたネジ

レバネの 1齢幼虫は,育房内の寄主幼虫の体内

にもぐりこむ. ネジレ/ヾネ幼虫は寄主体内で4

度ほど脱皮し (ネジバネ幼虫の2齢以降の脱皮

殻は脱ぎ捨てられず,その下に新たな外皮がで

きる),終齢になると寄主の腹部の節間から頭

胸部を突出させる.その後オスは囲桶殻を作っ

て蛸化したのち羽化し,メスは成虫になった後

ち,終生寄主体内に残る.寄主の発育期問から

推測すると,侵入から羽化までの期間は30-

50日程度と思われる.

ネジレバネの交尾が寄主の巣内,巣外のどち

らで行われるかははっきりしない.-チの巣内

で見つかるオスのネジレバネはほとんどが未羽

化であり,その一方,後述する誘引 トラップで

得られた被寄生バチでは,ネジレバネのオスは

ほとんどが羽化 した後である.こうした観察か

ら考えると,ネジレバネのオスに寄生された-

チは,前者の羽化直前に離巣し,樹液浸出部の

図 2 コガタスズメバチのワーカーに寄生したスズ

メバチネジレバネのメス成虫 (三角印)3個体とオス

の四桶殻 (白矢印)1個体
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ような場所を訪れ,ここで羽化したネジレバネ

のオスが,たまたま同じ場所を訪れた処女メス

(の寄生 したハチ)を探 して交尾するのではな

かろうか.交尾はオスが寄主に着いたままのメ

スに交尾期を突き刺 して行われる.ネジレバネ

のオス成虫は□器も退化 し一般にごく短命で,

クロスズメバチ VesPulaflavicepsなどに寄生

す る ク ロス ズ メバ チ ネ ジ レバ ネXenos

vespularumでは飼育下で4-12時間である

(KifuneandMaeta,1975).

寄主に与える影響

寄生されたハチほどうなるのだろうか.モン

スズメバチでの観察では,寄生されたワーカー

は労働することなく,ほとんどの時間を巣内で

静止 して過ごすという (松浦 ･山根,1984).

ネジレバネの観点からは,自分の寄主であるワ

ーカーに外役などされると,不慮の事故で寄主

もろとも死んでしまう危険があるから,じっと

してもらったほうがありがたい.むしろ,そう

させていると考えるべきだろう.いったん離巣

したワーカーは再び戻ることはない.寄生され

たワーカーはこのように,｢労働者｣ならぬ ｢怠

け者｣になるが,特に営巣末期に寄生されたワ

ーカーにはこれ以外にも奇妙な振る舞いが見ら

れる.これについては後述する.

一方,秋に巣から生産される新女王や雄が寄

生された場合,繁殖個体としての価値は無くな

る.寄生された新女王も正常の新女王と同じく

越冬するが,越冬からさめても,いっまでも樹

液浸出部などでぶらぶらしているのみである

(松浦 ･山根,1984).こうした披寄生の越冬明

け女王を解剖してみると,卵巣は糸状で全く発

達 していない.したがって産卵は全くできない

し,おそらく巣の創設も行わないと思われる.

また被寄生オスは,交尾行動を起こさない (松

浦 ･山根,1984).

なお,こうした影響の他にスズメバチネジレ

バネに寄生されると,体色の淡色化や体毛の減

少など外部形態の変化を伴うことがある.ただ

しこの影響はほとんど目立たない場合もあり,

その程度は様々である.

誘引 トラップによる寄生調査

ネジレバネに寄生された個体を野外で見かけ

ることは冒頭に述べたように稀である.従来ス

ズメバチネジレバネに関する報告は,おもに採

集 した巣に基づいて行われてきた.ところが,

誘引餌でスズメバチを捕獲すると,かなりの数

の寄生個体が得られることがわかった.ここか

らは,主にその方法で得られた結果 (Makino

andYamashlta,1998)を紹介したい.

スズメバチの誘引捕獲は,-チによる刺傷事

故や, ミツパテ,果樹等への被害を軽減するこ

とを目的に広く行われている.事故や被害の減

少における有効性は必ず しも明らかではない

が,少なくとも誘引捕獲はスズメバチの年間消

長や発生量を把握する役には立っ.筆者もそれ

を目的に,宮崎県高岡の国有林で誘引捕獲を行

った.用いたトラップは,2L入りペットボトル

の上部に約 3cm四方の穴を開け,この中にオ

レンジジュースと焼酎を 1:1の割合で混ぜて

作った誘引餌を3分目ほど入れたものである.

誘引されたハチは穴から入り,誘引餌で溺死す

る.この トラップを合計 80個,スギ人工林,常

緑広葉樹林などに配置した.トラップは4月に

設置し12月に撤収した.

この誘引剤は数日径っとジュースが発酵し,

樹液が発酵したのと似た臭いがしてくる.上に

述べたように,樹液の浸出場所はネジレバネの

伝染場所であるため,寄生された-チは通常の

-チにもましてこうした場所を好んで訪れる可

能性が高い.

宮崎ではこの トラップで 1997年に4種 (オ

オスズメバチ Vespamandarinia, コガタスズ

メバチ V.analis,ヒメスズメバチ V.ducalis,

およびキイロスズメバチ V.simillima)合計約

3500個体のスズメバチ属が捕獲された.これ

らのうち,約 6%の個体がスズメバチネジレバ

ネに寄生されていたが,寄生率は-チの種によ

って異なり,最も高かったのがコガタスズメバ

チで約 10%,以下オオスズメバチ,ヒメスズメ

バチ,キイロスズメバチの順だった (図3).こ

れらの被寄生個体について,詳 しく見てみた
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図3 誘引トラップで得られたスズメバチ類における

ネジレバネ寄生率 (宮崎)

い.ただしキイロスズメバチの寄生率は非常に

低かったので以下では省略する.

寮生率の推移とワーカーの越冬

コガタスズメバチ,オオスズメバチおよびヒ

メスズメバチの月間捕獲数と,月間寄生率の推

移を図4に示 した.5-7月に誘引捕殺された

個体のほとんどは,越冬から覚めたメスであ

る,通常,こうした越冬明けのメスはすべて,

前年に生産され越冬した新女王のはずである.

ところが,こうした新女王に混じって,非常に

小さな,明らかにワーカーと思われる個体がこ

の時期に捕獲されることがある.そして新女王

の一部,そしてワーカーらしき個体のすべてに

ネジレバネのメスが寄生 している.

すなわち,メスのスズメバチが前年の秋にメ

スのネジレバネに寄生されると,新女王ばかり

でなくワーカーまで越冬するということであ

る.これは従来より知られているが (松浦 ･山

梶,1984),ネジレバネの観点から考えるとそ

の利益にかなった,たいへん興味深い現象であ

る.営巣期が終わりに近づくにつれて,ネジレ

バネの 1齢幼虫が寄生すべきスズメバチの幼

虫は個体群中でどんどん減っていく.したがっ

て,交尾したネジレバネのメスは1齢幼虫をす

ぐに放出するよりも,翌春,新たな巣が創設さ

れ幼虫が出現する時期まで待った方がよいはず

である.そこで寄主を生理的に操作して (方法

は未知だが)強制的に延命させ,越冬させるの

であろう.

宮崎のコガタスズメバチ,オオスズメバチ,
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ヒメスズメバチの場合,誘殺された越冬明けメ

スのうちそれぞれ 19%, 5%,5%が寄生され

ていた.そしてこれら被寄生個体のうち,それ

ぞれ24%,33%,44%が越冬ワーカー,他は新

女王と推定された.このように,越冬から覚め

た被寄生メスのかなりの割合がワーカーである

ことがわかる.コガタスズメバチでの同様な現

象は名古屋 (山内,私信)や茨城 (牧野,未発

義)でも見られており,普遍性は高い.こうし

た被寄生メスは巣を作らずにぶらぶらしている

ためか,7月後半以降になっても捕獲されるこ

とがある.

しか し7月後半以降に誘殺される個体の大

半は当年生まれたワーカーであり,10月以降

になるとこれにオスが加わった.これらワーカ

ーの寄生率は8-9月に比較的高いが,10月以

降はほとんど見られなくなる.8月以降の全期

間通したワーカーの寄生率は8-10%だった.

30

20怒
生p-hl=Tl･(%)10

300

捕
獲 200

敬
(匹)

100

0

0
30

20海
生
上.●1■

(%)
10

0
30

20寄
生

率

(%)
10

5 6 7 8 9 10 1112月

図4 3種のスズメバチ類における月別誘殺数とネジ

レバネ寄生率(MakinoandYamashlta,1998より)
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オスバチの寄生はコガタスズメバチとヒメスズ

メバチで見られ,寄生率はそれぞれ6%,2%だ

った.

寄生者の数と性

被寄生個体の80%ほどは,1頭のネジレバネ

だけに寄生されていた.とくに越冬明けの女王

の場合,メスが 1頭だけ寄生 しているケースが

ほとんどであり,ごく稀に2-3頭のメスの多

寄生が見られるが,オスの寄生は全 く見られな

い.オスが寄生するとその-チは越冬できない

のかもしれない. ドロバチ頬に寄生するスズバ

チネジレバネPseudoxenosiWataiでは, オス

が羽化すると,空の囲桶殻が空洞として残り,

ここから外気が侵入するため寄主が短命化する

との報告がある (前田,1963).これがスズメ

バチネジレバネにも当てはまるとすれば,越冬

明けメスにオスの寄生がないのは,オスに寄生

された寄主が越冬せずに死んでしまうせいかも

しれない.

一万,7月以降,新 しいワーカーやオスバチ

では,多寄生 (宮崎の例では最大 5頭)が比較

的普通になってくるとともに,オスネジレバネ

の寄生もよく見られるようになる.ただしオス

はほとんどの場合,既に羽化 しており開梱殻の

みが残っている.

ところで,ネジレバネは上記のように最終的

に寄主体表に体の一部を突出させるが,ネジレ

バネの性によって突出位置が異なる (図 2).雌

雄とも,スズメバチの膨腹部 (いわゆる腹部)

の背板 (背中側)の問から突出するが,メスの

場合は第 5と第 6背板の間から突出し,それ以
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外に位置することはまれである.対 してオスの

場合は第 3と第 4背板の問,もしくは第 4と第

5背板の問か ら突出することがほとんどであ

る.つまりメスの方がオスよりも常に後方から

突出する.これは単寄生多寄生を問わず当ては

まるし,寄主の性が違っても同様である.たと

え 1頭の寄主に雌雄のネジレバネが寄生 した

としても,突出する箇所は確実に異なる.こう

した性による突出場所の違いは,他のネジレバ

ネの種でも見 られる.理由はよく分か らない

が,単にメス成虫の方がオスの桶よりもともと

長いため,より後ろの方に突出するのかも知れ

ない (木船 ･前田,1990).

寄主 に与える影響

ネジレバネは成虫になるまでの問を (メスの

場合はそれ以降も)寄主の体内で過ごす.それ

ゆえ,寄主の生理状態や栄養状態がネジレバネ

に何の影響も与えないとは考えにくい.いちば

ん考えやすいのがネジレバネのサイズが寄主の

サイズに依存する可能性である.そこで,寄主

の頭幅と,メスネジレバネの頭胸部 (体の先端

のキチン化 した部分)の幅の相関を取ってみた

(図 5).予想されるように,寄主が大きいほど

ネジレバネも大きくなる傾向がある.同種の寄

主でもワーカーに寄生するより新女王に寄生 し

た方が一般に大きくなり,またコガタスズメチ

よりオオスズメバチに寄生 した方が一般に大き

い.さらに,一頭の寄主に複数のネジレバネが

寄生すると,一匹だけが寄生 したときより平均

的に小さくなる.こうした傾向はMaetaetal.

(1998)の報告にも見られる.
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図5 スズメバチ頬3種のメスの頭幅と,それに寄生したスズメバチネジレバネのメス頭胸部の幅との関係

黒丸はワーカー,白丸は女王 (MaklnOandYamashlta,1998より)



ネジレバネのメスの体内には卵が充満してい

る.卵はそのまま体内で酵化し,-齢幼虫とし

て放出される.卵の総数はメスの大きさに強く

依存するから (Maetaeta1.,1998),結局大き

な寄主に寄生したメスほど多くの幼虫を放出で

き,自分の子をハチの巣内に送り込める可能性

も大きくなるわけである.

寄主巣の生産性 に対する影響

以上で見たようにネジレバネの数奇な生活史

はそれ自体興味を誘うが,生態学的な観点から

は,この寄生昆虫がスズメバチの繁殖に対して

どれほどのダメージを与えるかを知ることが重

要である.それを知るには誘引 トラップによる

調査では不可能で,個々の巣を採集し内部の被

寄生個体の数をもとに推定 しなければならな

い.

社会性昆虫の巣は一種の工場である.工場と

同様,その能力は製品の生産性で測られる.ハ

チの巣の場合,製品に相当するのは繁殖個体,

すなわち新女王とオスであるから,これらを最

終的に何個体作り出したかがすなわち巣の生産

性となる.働きバチは遺伝子を伝えないので生

産性にはカウントされない.最初に述べたよう

にスズメバチネジレバネは寄主を直接殺すこと

はないが,繁殖個体に寄生 した場合は繁殖能力

を失わせる.したがって,繁殖個体のうち寄生

された個体の割合が生産性の損失となる.これ

は寄生の直接的な影響である.

一方ワーカーが寄生されると働かなくなり,

巣の労働力が減る.繁殖個体を育てるのはワー

カーなので,労働力が減れば生産される繁殖個

体も減少するはずであり,これが寄生の間接的

な影響である.

実例で見てみよう.茨城県つくば市周辺で

1998-1999年の8,9月に得 られたコガタス

ズメバチの 13巣のうち,ネジレバネが見られ

た巣は8巣 (62%)だった (牧野,未発表).寄

生率はかなり高い.13巣のうち既に繁殖個体

が羽化していた巣は6巣だが,繁殖個体のうち

13-80%が寄生されていた.この数字はネジ

レバネが寄主の繁殖に対 してかなりの損失を与

1ll

えうることを示 している.ただしこれらの巣に

は成虫の他に多数の幼虫や桶が含まれていた.

ネジレバネ寄生は-チが羽化しないと外見から

はわからないので,より正確な推定を行うに

は,幼虫や桶をすべて解剖 して寄生の有無を確

かめる必要がある.またネジレバネの寄生は,

-チの育房になんの痕跡も残さないから,過去

に羽化してすでに死亡したり離巣したハチの寄

生率は知りようがない.

ワーカーの損失による間接的影響は評価がと

ても難しい.上記の被寄生巣にいたワーカーは

30-186個体,寄生率は4-35%だったが,そ

のために繁殖個体がどれだけ減じたかはもちろ

んこの数字からはわからない.当然,過去に受

けた寄生も繁殖個体数に影響するはずだが,過

去の寄生率は上記の理由から不明である.した

がってここでは次のような大まかな推測を述べ

るにとどめておく.

女王が巣を単独で創設する温帯のスズメバチ

の場合,女王は最初に10-20個体程度のワー

カーを自力で育てる.このワーカーはシーズン

後期のワーカーとくらべて小型だが,数が少な

いために非常に貴重な存在である.この初期ワ

ーカーが寄生を受けると,その後の巣の発達や

生産性に多少なりとも影響が生じ,場合によっ

ては巣の廃絶や著 しい壊小化がもたらされると

思われる.事実,やはり真社会性ハチであるア

シナガパテの 1種では,こうした初期ワーカー

の多くが寄生バチのために失われると,その後

の巣の発達に影響することが知 られている

(Makino,1983).一方,巣の規模が増大しワ

ーカーの絶対数が増加すると,寄生率がかなり

高くても生産性にさほどの影響は及ぼさないで

あろう.社会性-チ類では一般に,ワーカー数

が増加すると,生産性に対する一匹あたりの寄

与は減る傾向にあるからだ.言い換えればワー

カ1 1匹あたりの労働力の価値が減少する.つ

まり同じ数のワーカーが寄生を受けても,初期

の巣と後期の巣では,生産性への影響が異なる

と考えられる.同じように,ヒメスズメバチの

ように平均的な巣の規模が小さい種のほうが,

キイロスズメバチのように巨大な規模を持っも
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のにくらべて,影響を受けやすいであろう.い

ずれにせよネジレバネが寄主の生産性へ及ぼす

影響の評価については,今後より詳細な研究が

必要である.

おわ リに

綱渡 り的な方法を駆使 して-チの巣に侵入す

る小さな寄生者や捕食者の生態には,さしずめ

厳重な警戒をかいくぐって潜入するスパイか泥

棒の映画でも見るようなおもしろさがある.ネ

ジレバネの生活史 もそうだ. しか し,コガタス

ズメバチの越冬明けメスに見 られる寄生率の高

さや,被寄生個体を宿す巣の率の高さか ら考え

ると,スズメバチネジレバネはこうした博物学

的な興味の対象としてばかりでなく,寄主の個

体群動態に対 して影響を与えうる要因としてと

らえていいのかもしれない.

(〒305-8687 茨城県稲敷郡茎崎町松の里 1

森林総合研究所昆虫生態研究室)
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SHUN'rcHIMAKrNO.BiologyofXenosmoutoni,a

stepsipte1-0nparaSlticontheJapanesehornets.

HoneybeeScience(2001)22(3):1061112 Insect

EcologyLaboratory,ForestryandForestProd-

ucts Research Institute, Matsunosato 1,

Kukizaki,Ibaraki,305-8687Japan

TheparasiteXenosmoutoniisrecordedfrom

sixofthesevenhornet(Vespa)speciesoccurr-

inginJapan.ItcauseshostlnSeCtStOrefrain

from workingorfrom reproducing,thuspoten-

tiallyreducingreproductiveoutputofhostcoレ

onies. Parasitizedhornetsareoftenfoundin

speclmenSCOllectedwithtrapscontainirlgJuice

andliquorasanattractant.Thespeciescompo-

sltionofparasitizedhornets,Seasonalchanges

inthepercentparasitism andthenumberand

positlOnSOfparasitesonsinglehosts,andcorre-

lationsbetweensizesofhostsandparasitesare

describedbasedonthosesamples.Possiblead-

verseeffectsofparasitism oncolonialreproduc-

tiveoutputarediscussed.


